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2平成25年６月定例議会

６月
定定例会例会

　

平
成
25
第
２
回
定
例
会
は
６
月
４
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
工
事
請
負
契
約
、
人
事
案
件

等
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
す
る
請
願
を
採
択
し
、
国
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
９
人
の
議
員
が
市
政
一
般
に
つ
い
て
通
告
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

市職員の給与を削減
総額 7,500万円の人件費削減
　国家公務員の給与引き下げにならい、市職員の
給与を削減する条例案を賛成多数で可決しまし
た。
　国からの要請に応じ、地方交付税減額分を職員
給与の削減により、対応するものです。
　７月から来年３月までの９ヶ月間、一般職の
給与を平均 7.8％、期末手当を一律 9.77％削減。
また市長、副市長、教育長の給与、期末手当を
10％削減するもので、全体の削減額は 7,500 万
円になります。

　　　　主 な 補 正 予 算
  市役所本庁舎耐震補強工事　　２億７００万円

  市役所第１分庁舎改築工事      １億円

  災害援護資金貸付金　　　　   １, １８０万円

  観光客誘致案内事業委託　　        ４２９万円

  風しん予防接種助成金　　           １９８万円

日の出地区市道液状化対策工事の契約
１．市道（潮）１級 12号線液状化対策工事第１工区　　
　○契約金額　　２億４, ８８５万円（税込）　　○契約業者　　㈱茂木工務店

２．市道（潮）１級 12号線液状化対策工事第２工区　
　○契約金額　　５億４, ６００万円（税込）　　○契約業者　　松崎建設㈱

３．市道（潮）１級 14号線液状化対策工事第１工区　
　○契約金額　　２億３,４１３万９,５００円（税込） ○契約業者  ㈱松崎土木
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◎ 潮来市職員の給与の特例に関する条例制定

○反対討論（笠間丈夫議員・今泉利拓議員）　
　・公務員給与削減は民間企業へも影響を及ぼす　　　　　　　　　　

　・国からの削減強要であり地方自治の本旨に反する　　　　　　　

　・時間をかけた労使交渉の議論が必要

　・議員の質疑に対する答弁が不十分

議 員 名 採 決 議 員 名 採 決
後 藤 博 子 賛 成 大 平 幸 一 賛 成
村 山 正 光 賛 成 薄 井 征 記 反 対
原 　 浩 道 反 対 根 本 又 男 賛 成
田 崎 　 清 賛 成 今 泉 利 拓 反 対
沼里真一郎 反 対 小 沼 英 明 賛 成
笠 間 丈 夫 反 対 藤 崎 忠 徳 賛 成
柚 木 　 巖 賛 成 杉 本 俊 一 賛 成
𠮷 川 　 俊 反 対 粟飯原治雄 賛 成
橋本きくい 賛 成 賛成 11・反対６

○賛成討論（後藤博子議員・杉本俊一議員）
　・国と地方が一丸となって復興に努める必要がある

　・今年度９ヶ月間の期限付きの削減である

　・震災復興には国からの支援が不可欠

　・国に協力し有利な財政支援を受けるべき

議 員 名 採 決 議 員 名 採 決
後 藤 博 子 賛 成 大 平 幸 一 賛 成
村 山 正 光 賛 成 薄 井 征 記 賛 成
原 　 浩 道 反 対 根 本 又 男 賛 成
田 崎 　 清 賛 成 今 泉 利 拓 反 対
沼里真一郎 反 対 小 沼 英 明 賛 成
笠 間 丈 夫 賛 成 藤 崎 忠 徳 賛 成
柚 木  　巖 賛 成 杉 本 俊 一 賛 成
𠮷 川  　俊 賛 成 粟飯原治雄 賛 成
橋本きくい 賛 成 賛成 14・反対３

○反対討論（今泉利拓議員）　　　
　・主に職員給与特例に関する条例制定に伴った、 

　　市職員の給与削減の補正予算であるため

○賛成討論（田崎 清議員）
　・震災復興予算はほぼ 100％国からの支援であり、

　　国の要請に応じた給与削減により、市役所庁舎

　　の耐震補強、改築等が実施できる。

◎ 平成２５年度潮来市一般会計補正予算・
　 　　　　　特別会計補正予算・水道事業会計補正予算

請願の審査結果請願の審査結果
請願提出者 紹 介 議 員 請　願　内　容 審 査 結 果
よしきり会
代表  村田  康次
（署名7,533名）
潮来市日の出

粟飯原治雄
橋本きくい
村山　正光

犯罪被害者等支援条例の制定等に関する請願
（要旨）
　犯罪被害者支援のための条例制定、相談窓口の設置、支
援資金制度、グアム島無差別殺傷事件被害者への遡及適用、
国への意見書提出（海外での被害者への給付金制度の拡充）
等を求める

採　択

議案に対する賛否結果議案に対する賛否結果
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国の関係機関へ意見書を提出しました国の関係機関へ意見書を提出しました
　 犯罪被害者支援に関する請願の採択により、国外での犯罪被害者に対する支援制度の拡充を求める
意見書を可決しました。犯罪被害者に対しての給付金等の支援を国内の被害者だけでなく、国外での
被害者や遺族等も対象となるよう、法律の改正を求めるものです。
　去る７月５日、潮来市議会と行方市議会の代表が請願者とともに、国の関係行政庁に直接意見書を
提出しました。 

　安全で安心に暮らせる社会を実現することは、我々人類すべての願いであるとともに、重要な

責務であり、我が国においても犯罪等を抑止するための弛まない努力が重ねられている。

　しかしながら、近年様々な犯罪等が後を絶たず、それらに巻き込まれた被害者等の方々の権利

が尊重されてきたとは言い難いばかりか、十分な支援を受けられず、社会において孤立すること

を余儀なくされてきているのが現状である。

　また国際化の進展に伴い、海外への渡航者も年々増加しており、日本人が国外での犯罪等に遭

遇する機会が増大している。

　今年１月のアルジェリアでの天然ガス精製プラント襲撃事件では日本人１０名が犠牲になり、

２月のグアムで起きた無差別殺人事件では３名の日本人が殺害され、潮来市民も犠牲となった。

　現在の法律では、日本国内での犯罪被害者に対しては給付金等の支援があるが、国外での犯罪

被害者や遺族等は支援の対象とならない。被害に遭われた方、その家族等の身体的精神的苦痛、

経済負担等ははかり知れず、私たちは国家・国民として同胞の被害を最小限に留め、支援の策を

講じなければならない。

　よって、政府に対し、日本国外での犯罪被害者や遺族に対しても給付金等の支援が十分になさ

れるよう、犯罪被害者の支援に関する法律を早急に改正することを強く要望する。
　

１．何ら瑕疵のない日本人が、国外において犯罪被害者となった場合でも、給付金等の支援対象

　　となるよう、「犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律」を改正

　　すること

提出先　

内閣総理大臣・内閣官房長官・総務大臣・外務大臣・国家公安委員長・衆議院議長・参議院議長

日本国外での犯罪被害者に対する日本国外での犯罪被害者に対する

支援及び支援及び給付制度の拡充を求める意見書給付制度の拡充を求める意見書

総理官邸にて内閣官房副長官に提出（額賀代議士同席） 総務大臣参事官（右）へ提出
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４　

月

５
日　

潮
来
市
区
長
・
区
長
代
理
者
任
命
式　
　

関
係
議
員

６
日　

権
現
山
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り　
　
　
　
　

関
係
議
員

８
日　

市
内
小
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

８
日　

交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　
　
　
　
　

議
長

９
日　

市
内
中
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員 

12
日　

茨
城
県
市
町
村
長
・
議
長
会
議　
　
　
　
　
　

議
長

12
日　

教
職
員
歓
送
迎
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

17
日　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会　
　
　
　
　
　
　

議
長

18
日　

水
郷
潮
来
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
起
工
式　
　

関
係
議
員

19
日　

県
東
市
議
会
議
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

19
日　

広
報
委
員
会

19
日　

潮
来
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会　
　
　

副
議
長     

20
日　

鹿
島
神
宮
式
年
大
祭
御
船
祭
奉
賛
会　
　
　
　

議
長

20
日　

潮
来
市
交
通
安
全
母
の
会
総
会　
　
　
　
　

副
議
長

22
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
総
会　
　
　
　
　
　
　

議
長

22
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会　
　
　

25
日
〜
26
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　
　

議
長

26
日　

行
方
地
区
交
通
安
全
協
会
潮
来
支
部
総
会　

副
議
長

30
日　

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
総
会　
　
　
　
　

議
長

30
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

30
日　

広
報
委
員
会　

　

５　

月

１
日　

総
務
委
員
会
協
議
会　
　

 

６
日　

ろ
舟
事
業
３
０
周
年
記
念
式
典　
　
　
　

議
長

７
日　

潮
来
市
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
総
会　
　

議
長

９
日　

水
郷
潮
来
観
光
協
会
総
会　
　
　
　

関
係
議
員

10
日　

潮
来
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
総
会　
　

副
議
長

11
日　

潮
来
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会  

副
議
長

12
日　

前
川
あ
や
め
園
整
備
事
業

13
日　

鹿
島
港
外
港
公
共
埠
頭
供
用
記
念
式
典　

議
長

14
日　

潮
来
市
花
菖
蒲
協
会
総
会　
　
　
　
　

副
議
長

15
日　

水
郷
潮
来
直
販
委
員
会
総
会　
　

所
管
委
員
長

18
日　

あ
や
め
ま
つ
り
開
会
式　

 　
　

    　

18
日　

ろ
舟
安
全
祈
願
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

18
日　

青
少
年
育
成
潮
来
市
民
会
議　
　
　
　
　

議
長

19
日　

小
泉
地
区
大
六
天
王
様
例
大
祭    

19
日　

潮
来
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
総
会  　

副
議
長

20
日　

潮
来
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
総
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　
　

20
日　

潮
来
市
開
発
公
社
評
議
員
会　
　
　

関
係
議
員

21
日　

市
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
輪
投
げ
大
会　
　

議
長

22
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会　
　
　
　
　
　

議
長

23
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

23
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会　
　
　
　
　

24
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会　

24
日　

潮
来
市
南
部
工
業
協
同
組
合
総
会　
　
　

議
長

25
日　

潮
来
ば
や
し
保
存
会
総
会　
　
　
　
　

副
議
長

26
日　

潮
来
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
開
会
式　

 

関
係
議
員

26
日　

水
郷
作
家
展
開
会
式　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

27
日　

全
員
協
議
会

28
日　

潮
来
市
商
工
会
総
代
会　
　
　
　
　

関
係
議
員

29
日　

潮
来
市
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
総
会　

議
長

29
月　

潮
来
市
悠
々
塾
開
講
式　
　
　
　
　
　
　

議
長

30
日　

鹿
島
港
振
興
協
会
総
会

　

６　

月

１
日　

市
内
中
学
校
体
育
祭　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

１
日　

大
船
津
一
の
鳥
居
竣
工
式　
　
　
　
　
　

議
長

２
日　

潮
来
の
唄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　
　
　
　

議
長

４
日　

６
月
定
例
会
初
日　

          

６
日　

あ
や
め
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

９
日　

あ
や
め
ま
つ
り
協
賛
剣
道
大
会　
　
　

副
議
長

９
日　

あ
や
め
ま
つ
り
協
賛
俳
句
大
会　
　
　
　

議
長

12
日　

６
月
定
例
会
議
案
質
疑

13
日　

総
務
委
員
会
・
環
境
経
済
建
設
委
員
会　

 

14
日　

教
育
福
祉
委
員
会

15
日　

潮
来
市
芸
能
音
楽
祭　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

16
日　

あ
や
め
ま
つ
り
協
賛
短
歌
大
会　
　
　

副
議
長

16
日　

県
民
の
森
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

18
日　

６
月
定
例
会
一
般
質
問

19
日　

６
月
定
例
会
一
般
質
問

21
日　

６
月
定
例
会
最
終
日

21
日　

全
国
優
良
品
種
花
菖
蒲
展
示
会
表
彰
式　

議
長

23
日　

ろ
舟
打
ち
上
げ
式　
　
　
　
　
　

所
管
委
員
長

24
日　

霞
ケ
浦
北
浦
治
水
利
水
環
境
問
題
促
進
同
盟
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

25
日　

行
方
地
域
医
療
協
議
会
総
会　
　
　
　
　

議
長

26
日　

行
方
地
域
農
業
改
良
促
進
協
議
会
総
会　

議
長

26
日
〜
27
日　

教
育
福
祉
委
員
会
視
察
研
修

27
日　

潮
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会　

議
長

27
日
〜
28
日　

潮
来
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
研
修　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

30
日　

水
郷
潮
来
シ
テ
ィ
レ
ガ
ッ
タ　
　
　

関
係
議
員

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

【請願】　請願を提出する場合は、請願の内容に賛意を表する議員（紹介議員）
              の署名が必要です。提出された請願は議会で審議し、採択か不採択か

              を決めます。

【陳情】　陳情には紹介議員は必要ありませんが、陳情の場合は原則として議
             員配布のみとなり議会での審議は行いません。提出された陳情は、原

             文のまま印刷し、議員全員へ配布します。

詳しくは議会事務局へお問い合わせください　TEL６３－１１１１（内線３０１）

　市政等について意見や要望がある場合、請願や陳情を議会に提出して市政に反

映させることができます。請願や陳情は、どなたでも（個人、団体）提出するこ

とができます。

請願・陳情請願・陳情についてについて
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質問者　柚  木　  巖 議員

その他の質問

◎自然環境の保全について

　日の出地区の液状化対策事業は地区住民から

９割近い同意を得て、準備が着々と進んでいる。

幹線道路液状化対策工事の今後の計画について伺う。

道路建設課長

　市道潮来１級12号線、長島石油さんから浄化

センターを通って二・三丁目の間の道路、市道潮来１

級14号線、日の出小学校脇から十番へ抜ける道路につ

いては議会最終日に契約案件を提出します。

　市道潮来１級13号線、日の出の４車線道路の工事

は、年内の工事発注に向けて設計を進めています。こ

れらの工事は平成27年度末の完了を目指しています。

　緊急電話や警報装置を兼ねたスーパー防犯灯

の新設を提案したいが、市の考えを伺う。　

総務課長

　スーパー防犯灯は、非常ベル、防犯カメラ等

を備えた街頭緊急通報システムで、街頭犯罪の抑止に

効果が期待され、安心・安全なまちづくりにつながる

ことから、今後検討をさせていただきたいと思います。

　街路液状化対策事業の今後の工事発注から工

事完了までの計画と工事方法を伺う。

都市計画課長

　地下水位低下工法は、日の出地区の地質状況

から液状化の発生を抑制する効果が高く、安全安価で

住民負担が最も少ない工法です。道路に有孔管を埋設

し地表から３メートル程度まで地下水位を低下し、道

路内に採石層をつくり、この下場に有孔管を埋設し、

周辺の地下水を集水、ポンプにより河川に放流し、地

下水を下げる方法です。

　12月末までには地下水位低下工事の発注を予定して

おり、平成27年度末には日の出地区約200ヘクタール

全ての液状化対策工事を完成させる予定です。

質問

質問

答

答

　

市
内
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
問
題

及
び
虐
待
・
不
登
校
の
実
態
を
伺
う
。

教
育
次
長

　

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
小
・
中

学
校
合
わ
せ
て
４
件
と
の
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。
虐
待
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
発
生

し
た
事
案
の
う
ち
１
件
に
つ
い
て
継
続
的
に

注
意
深
く
対
応
し
て
い
ま
す
。
不
登
校
児
童
・

生
徒
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校
で
７
名
と

い
う
状
況
で
す
。

　

県
教
育
委
員
会
と
県
警
が
い
じ
め

対
策
に
お
け
る
連
携
協
定
を
結
ぶ
と

の
報
道
が
あ
る
が
、
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
警
察
の
協
定
に
つ

い
て
は
、
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
い
じ
め
等
に
よ

る
事
件
の
連
絡
基
準
、
通
報
体
制
等
の
整
備

を
よ
り
明
確
に
規
定
す
る
も
の
で
、
県
内
す

べ
て
の
教
育
委
員
会
が
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
警
察
と
の
連
絡
体
制
を
緊
密
に
し
、
児

童
・
生
徒
の
問
題
行
動
や
、
い
じ
め
に
よ
る

被
害
等
に
つ
い
て
一
層
迅
速
に
、
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

質
問

答答 Ｑ２
． 

い
じ
め
、
虐
待
防
止

対
策
に
つ
い
て

　期日前投票における投票所での負担を少なく

するため、投票所入場券の裏に宣誓書を印刷し、

各世帯に配布する方式を提案するが、市の考えを伺う。

総務課長。

　宣誓書の記入について検討した結果、利便

性や効率化等の観点から、入場券の裏側に宣誓書を印

刷し、事前に自宅等で記入していただく方法とし、７

月の参議院議員通常選挙から実施したいと考えていま

す。

質問

答

Ｑ１． 日の出地区の液状化
対策について

質問

Ｑ３． 宣誓書を投票入場券に
印刷する改善について

答

一
般
質
問

スーパー防犯灯
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　市は平成24年度も引き続き繰り上げ充用を行う。

繰り上げ充用は累積赤字の解消措置は先送りするだけ

のものと考える。市の国保会計は柗田市長が就任した
平成19年度末には１億3,211万 9,000円あった。支払

準備基金は、わずか５年間でこれらの基金は全て使い

尽くし、平成23年度には１億2,0000万円を超える赤

字となりました。平成24年度決算においても赤字決

算となる事態になった。

　今後、市の保健事業の財政規律の確保と財政健全化

を図るためには、国保制度の改正を含めて市の歳入歳

出に関しても抜本的な見直し等を行う必要がある。

　平成23年度、24年度の赤字額を伺います。

保険年金課長

　平成23年度決算額は歳入合計39億 1,476万

円、歳出合計40億3,496万円で、１億2,020万円の赤

字となりました。平成24年度決算見込み額は、歳入

合計40億7,301万円で、歳出合計41億9,349万円で、

１億2,048万円の赤字となる見込みです。

　いつごろまでに国民健康保険特別会計を健全

化されるのか伺う。

保険年金課長

　保険税の収納向上及び医療費の抑制等をより

一層充実させ、少しでも早い健全化に向けて取り組ん

でまいります。

Ｑ２． 国民健康保険特別会計
について

質問者　原　  浩  道 議員

　

ど
の
よ
う
な
業
種
の
企
業
と
誘
致
交
渉

さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

商
業
施
設
の
集
積
を
図
る
地
区
と
し
て

位
置
づ
け
て
お
り
、
全
国
に
２
、０
０
０
店
舗
を

超
え
る
飲
食
店
を
直
営
で
運
営
し
て
い
る
外
食
産

業
企
業
の
（
株
）
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
の
も
と
、
当
該

地
の
一
部
を
売
却
す
る
交
渉
並
び
に
企
業
誘
致
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

売
り
払
い
す
る
面
積
は
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

現
在
、
交
渉
し
て
い
る
企
業
へ
の
売
り

払
い
予
定
面
積
は
約
２
、０
０
０
平
米
で
す
。

　

公
有
財
産
は
市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ

り
、
た
と
え
議
決
案
件
で
な
く
て
も
議
会

や
周
辺
住
民
に
事
前
に
報
告
す
べ
き
。
契
約
前
に

説
明
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

法
令
に
の
っ
と
り
、
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
全
て
の
公
有
財
産
を
事
前
に
説
明

報
告
を
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
議

会
へ
は
、
総
務
委
員
会
所
管
と
な
っ
て
お
り
、
総

務
委
員
会
で
は
公
表
で
き
る
範
囲
で
説
明
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
企
業
誘
致
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
べ
き
案
件
と
思
う
が
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

今
回
の
案
件
に
関
し
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

潮
来
市
で
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
独
裁
が
進

む
の
か
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に

関
す
る
条
例
等
を
制
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

行
方
市
で
は
平
成
18
年
に
、
鹿
嶋
市
で
は
平
成

20
年
、
鉾
田
市
は
平
成
20
年
、
神
栖
市
で
は
平
成

19
年
策
定
し
て
い
ま
す
。
潮
来
市
は
な
ぜ
か
作
ら

な
い
。
こ
れ
が
あ
る
と
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
わ
ざ
と
作
ら
な
い
。
早
急
に
つ
く
っ

て
し
っ
か
り
と
民
意
を
聞
い
て
行
政
を
進
め
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

 
今
回
、
飲
食
店
の
一
つ
の
店
舗
が
営
業

を
開
始
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
は
考
え

て
お
り
ま
せ

ん
。

Ｑ１
．
旧
あ
や
め
駐
車
場
の
企
業
誘
致
と
情
報
公
開
に
つ
い
て

答

答答

質
問

質
問 答 答質

問
質
問

質
問

質問

質問

答

答

その他の質問

◎日の出地区の液状化対策事業における事業

計画及び住民負担について
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一
般
質
問

質問者　沼里  真一郎 議員

　地下水位低下工法で水みちによる水抜きポンプ電気

代990万円は２年目から全市民負担になる。将来はポ

ンプ故障と、深く厚い砕石中の特殊な水みち排水管の

修理代も発生する。

　翌年以降の維持費は市民全体から雨水の下水

道代として徴収するのか。市独自負担か。

都市計画課長

　維持管理費を下水道代としては徴収しませ

ん。地下水を下げるポンプの電気代や点検、部品交換

などの一部の維持管理費用について土地所有者の方々

に１年間分のみ負担していただき、その後の費用は市

が全額負担いたします。

　当時の埋め立て会社業者や分譲業者に維持修

理費の負担を求める考えはないか。

都市計画課長

　下水道管、水道管とも修理費は伴っており更

新時期もあります。耐用年数も50年というような期

間が決まっており、下水道管、水道管と同様に対応し

たいと考えております。

Ｑ１． 液状化対策ポンプ・水み
ち排水管の将来維持費

質問

答

答

質問

　

鈴
木
前
副
市
長
の
５
月
31
日
辞

任
が
５
月
27
日
に
初
め
て
議
員
へ

伝
え
ら
れ
知
っ
た
。

　

な
ぜ
辞
任
間
際
に
な
っ
て
の
急
発
表

だ
っ
た
か
。
日
に
ち
を
追
っ
て
発
表
ま
で

に
至
っ
た
経
過
説
明
を
。

人
事
財
政
課
長

　

議
員
の
皆
さ
ま
に
は
退
任
の
発

表
を
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
。
退
任
の
手

続
に
つ
い
て
も
自
治
法
に
の
っ
と
っ
て
手

続
き
し
て
お
り
ま
す
の
で
問
題
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

副
市
長
候
補
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。
国
の
経
産
省
か
ら
来
る
噂

も
あ
る
。
ど
ん
な
経
歴
の
ど
う
い
う
方
か
。

人
事
財
政
課
長

　

議
会
最
終
日
に
副
市
長
の
人
事

案
件
を
上
程
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
こ

で
ご
判
断
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
方
市
鉾
田
市
と
同
様
に
副
市

長
を
選
任
し
な
い
考
え
は
な
い
か
。

人
事
財
政
課
長

　

副
市
長
に
つ
い
て
は
自
治
法
や

条
例
で
定
数
、
任
期
等
を
定
め
て
お
り
、

市
長
と
と
も
に
積
極
的
に
市
政
運
営
に
取

り
組
む
と
い
う
重
要
な
職
責
で
す
。
選
任

す
る
の
が
当
然
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ２
． 

副
市
長
の
辞
任
に

つ
い
て

質
問答質

問答質
問答

　本年３月着工予定で２月契約を目指していたが遅れ

ていた。そこで３月末に議員個人として私が企業誘致

室へ行った際に市が㈱水郷潮来ソーラーと契約締結し

た事を知った。

　多額の企業誘致契約である市の重要案件にも

かかわらず議会へ説明や契約発表は未だ無い。

議会軽視ではないか。

秘書政策課長

　議会報告説明については、法令、条例等に基

づき行なっており、議会総務委員会にて事業の状況説

明をしております。

　市の収入増はいくらか。それに伴う国からの

交付税減額はいくらか。雇用は。

企業誘致推進室長

　毎年賃料として約3,380万円が新たな収入と

なり、これまでの年間約600万の維持管理費が抑えら

れます。雇用は生みませんが、法人税や固定資産税、

償却資産税等が入り、大きな地域振興の力になると考

えています。交付税については通告外です。

　今までの観光農園事業における市と他の地権

者との賃貸借契約は残り何年で、いくら分だっ

たのか。

企業誘致推進室長

　行政と民の個人の契約、情報ですので公表は

差し控えさせていただきます。

　太陽光パネルは国産か。もし途中撤退した場

合に撤去費を市が負担する心配はないか。

企業誘致推進室長

　中国製です。撤退した場合の撤去費について

は、原状回復が契約の中にありますので市負担の心配

はないと思っています。

Ｑ３． メガソーラーについて

質問

質問

質問

答

答

質問

答

答

その他の質問
◎市の人的配置と給与削減について
◎妊娠時の風疹予防の助成と子宮頸がんワクチンの
副作用について

◎市のクロッケー会場の改善と高齢者表彰を
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質問者　橋本  きくい　 議員

　

平
成
16
年
に
霞
ヶ
浦
導
水
問
題
に
つ

い
て
国
と
県
が
事
業
と
し
て
発
足
し
、

今
日
ま
で
休
業
状
態
で
、
私
ど
も
の
北
浦
の
水

を
き
れ
い
に
す
る
会
の
運
動
も
休
息
の
状
態
に

な
っ
て
り
、
毎
日
の
飲
料
水
に
つ
い
て
不
安
と
の

闘
い
で
あ
り
ま
し
た
。
政
治
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
関
係
で
、
再
び
水
質
に
つ
い
て
追
及
し
、
政

治
家
の
行
動
に
期
待
し
て
い
る
も
の
で
す
。
行
政

と
し
て
も
私
ど
も
と
一
緒
に
一
日
も
早
く
那
珂

川
か
ら
の
導
水
が
完
成
さ
れ
ま
す
こ
と
を
待
ち

望
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め

に
国
、
県
に
対
し
て
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

環
境
課
長

　

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
は
、
那
珂
川
と
霞
ヶ

浦
を
那
珂
川
導
水
路
、
利
根
川
と
霞
ヶ
浦
を
利
根

川
導
水
路
で
連
結
し
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
、
利

根
川
及
び
那
珂
川
の
渇
水
対
策
な
ど
を
目
的
と

し
た
事
業
で
、
治
水
、
利
水
の
両
面
か
ら
重
要
な

事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。事
業
推
進
に
つ
い
て
は
、

霞
ヶ
浦
導
水
建
設
促
進
協
議
会
等
を
通
し
ま
し

て
、
国
に
導
水
事
業
の
早
期
完
成
を
働
き
か
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ１
． 

霞
ヶ
浦
導
水
問
題
に

つ
い
て

Ｑ３
． 

市
営
あ
や
め
駐
車
場

の
利
活
用
に
つ
い
て

　

合
併
時
に
私
ど
も
は
文
化
セ
ン
タ
ー
を

建
て
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。
女
性

団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
も
趣
味
を
通
し
て
発
表
す
る

場
所
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進

ん
で
い
く
中
で
、
一
つ
の
案
だ
と
思
い
ま
す
。
考

え
る
材
料
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
、
駐
車
場
の
用
地
の
有
効
利
用
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

中
央
公
民
館
長

　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

講
演
会
や
芸
能
発
表
、
敬
老
会
な
ど
、
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
く
場
と
し
て
、
地
域
住
民
が
身

近
に
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
場
と

し
て
、
大
規
模
な
ホ
ー
ル
を
有
す
る
施
設
は
非
常

に
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
額
な
建

設
経
費
や
、
維
持
管
理
経
費
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

市
の
財
政
に
も
と
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
は
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に

も
総
合
体
育
館
の
建
設
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
建

設
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
優
先
順
位
を
十
分
に
検
討
し
、
将
来
の

維
持
管
理
費
も
考
慮
に
入
れ
取
り
組
ま
な
い
と
、

将
来
の
市
民
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す

の
で
、
震
災
復
旧
を
最
優
先
と
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
将
来
的
な
検
討
課
題
と
い
た
し
ま
す
。

質
問答

質
問答

　10年前に女性団体を通して男女共同参画推

進委員会をつくり、国の方針にのっとって潮

来も参画した。勉強会、女性議会を６回やり、来年

10周年になり、再び行動を起こすことにした。

　　来年は10周年ですが、何をアピールするかは女

性団体の思惑が楽しみです。潮来市の関係団体の多

くの方々に参加を促していくことが重要であります

が、市の考えを伺う。

総務課長

　これからのまちづくりは、市民の皆さんの

知識や経験などを生かした市民協働によるまちづく

りが重要と考えています。特に男女共同参画社会の

推進には、女性が個人の能力や個性を十分に生かす

ことのできる社会を実現するためにも、女性の声を

地域に反映させる取り組みが重要です。

　その取り組みに多くの方々が参加できるよう、行

政としても支援をしていきたいと考えています。

Ｑ２． 男女共同参画について

答

質問
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一
般
質
問

Ｑ１． 日の出地区の復旧・復興について

質問者　𠮷  川  　俊 議員

　東日本大震災から間もなく２年半が経過。多

くの市民からは早急の復旧・復興を望む声が日

増しに強くなっている。今後の事業化に向けて具体的

な作業工程を伺う。

都市計画課長

　測量設計を行い、工事発注を12月末に予定

しており、工事完了は平成28年３月の予定です。工

事の地下水位低下約６カ月前から家屋調査を行い、地

下水位低下開始１年間、地下水位低下申出書に対しま

して家屋調査を行ってまいります。万が一、補償の対

象となる損失が発生したときは事業損失補償となりま

す。

質問

答

Ｑ２ 

． 

官
民
協
働
に
よ
る
「
市
民
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行
に
つ
い
て

　

市
町
村
は
財
政
負
担
が
な
く
、
行
政
情
報
の
発
信
が
で
き
る

「
市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」。
多
く
の
自
治
体
で
採
用
し
、
全
世
帯
、

転
入
者
へ
無
料
配
布
し
活
用
さ
れ
て
い
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

地
域
経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら
発
行
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

現
在
、
市
で
作
成
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
は
、
き
め
細

か
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
市
民
へ
の
情
報
源
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

十
分
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
「
市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

は
、
各
企
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
作
成
さ
れ
る
も
の
で
、
発
行
の
頻

度
や
内
容
の
充
実
面
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
参
加
企
業
が
少
な
い
と
殺
風

景
に
な
り
、
逆
に
多
い
と
広
告
だ
ら
け
の
も
の
に
な
り
ま
す
の
で
不
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ３  

．
潮
来
市
民
の
意
見
公
募
手
続
条 

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
。
多
く
の
自
治
体
で
採
用
し
て
い
る
。
潮
来
市
民
の
意
見

公
募
手
続
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

意
見
公
募
は
適
切
な
情
報
公
開
に
よ
る
議
論
と
市
民
か
ら
の

真
の
意
見
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
同
じ
内
容
で
多
数
の
意
見

が
行
政
の
意
思
決
定
に
お
け
る
考
慮
要
素
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
一
つ

の
意
見
で
も
、
そ
れ
が
行
政
の
意
思
決
定
に
お
け
る
考
慮
要
素
に
な
ら

な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
条
例
制
定
は
し
ま
せ
ん
。
制
定
さ
れ
な

く
て
も
、
必
要
に
応
じ
意
見
公
募
は
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

質
問 答答

　前川歴史を生かしたまちづくり実施計画は平

成２２年３月に策定完了した。事業の進ちょく

状況と今後の進め方を伺う。

秘書政策課長

前川整備は潮来土木事務所の所管となり、現

在、下流部右岸の整備と中流部の地質地盤調査が終わ

り、今後は中流部の整備を行う予定と聞いています。

　旧ＪＡ石蔵と旧磯山邸の今後の活用策を伺

う。

秘書政策課長

　旧ＪＡ石蔵及び旧磯山邸は、にぎわいが創出

され、地域の活性化が図れるよう検討をしていたとこ

ろですが、震災の影響により、その復旧・復興の進捗

状況を見ながら考えていきます。

質問

答

Ｑ４． 前川歴史を生かしたまちづくりと旧磯山邸の活用策について

質問

答 その他の質問

◎国旗・市旗の掲揚について

◎主要道路等整備事業の進ちょく状況について

◎稲荷山公園展望台下に住みついている男性へ

の対応について

祝日は国旗を掲揚しよう祝日は国旗を掲揚しよう
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牛
堀
公
民
館
近
く
の
市
有
地
が
売
却

さ
れ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
で
き

た
。
建
設
工
事
が
始
ま
っ
て
も
、
執
行
部
か
ら

全
議
員
に
対
し
て
は
何
ら
説
明
は
な
か
っ
た
。

道
の
駅
周
辺
に
は
太
陽
光
発
電
施
設
が
で
き

る
。
ど
う
い
う
会
社
が
や
る
の
か
、
市
有
地
を

幾
ら
ぐ
ら
い
で
貸
し
出
す
の
か
。
旧
市
営
あ
や

め
駐
車
場
に
、
居
酒
屋
が
で
き
る
よ
う
だ
。
詳

し
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
で
議
員
と
し
て
説

明
が
で
き
な
い
。

　

企
業
誘
致
は
、
議
会
の
中
で
は
総
務
委
員
会

の
所
管
。
総
務
委
員
会
で
説
明
し
て
い
る
と
い

う
が
、
市
有
地
の
売
却
、
市
有
地
の
貸
し
出
し

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
全
員
協
議
会
の
場
で
、

市
民
が
知
る
前
に
、
市
長
初
め
執
行
部
は
議
会

に
対
し
詳
し
い
説
明
を
す
る
の
が
当
然
と
考
え

る
が
、
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

企
業
誘
致
業
務
は
総
務
委
員
会
所
管

と
な
っ
て
お
り
、
総
務
委
員
会
で
公
表
で
き
る

範
囲
で
説
明
し
て
お
り
ま
す
。
全
員
協
議
会
で

説
明
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
問
題
な
い
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
へ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
法

令
、
条
例
等
に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
有
地
の
５
、０
０
０
平
米
を
超
え

る
場
合
は
議
決
が
必
要
だ
か
ら
全
議
員

に
対
し
て
説
明
す
る
。
売
却
す
る
土
地
面
積
が

２
、０
０
０
平
米
以
下
の
場
合
に
は
、
議
決
は

必
要
な
い
か
ら
総
務
委
員
会
だ
け
の
報
告
で
い

い
と
い
う
考
え
の
よ
う
だ
が
、
市
有
地
は
市
民

全
体
の
財
産
で
す
。
そ
れ
を
処
分
す
る
に
当

た
っ
て
、
な
ぜ
全
議
員
に
対
し
て
説
明
す
る
必

要
が
な
い
の
か
。　

執
行
部
の
や
ろ
う
と
す
る

こ
と
が
結
果
と
し
て
市
民
の
た
め
に
な
る
も
の

と
わ
か
れ
ば
、
議
員
と
し
て
反
対
ば
か
り
を
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
も
う
少
し
情
報
を
全
議
員

に
対
し
て
明
ら
か
に
し
て
、
と
も
に
結
果
と
し

て
市
民
の
た
め
に
な
る
政
治
を
や
っ
て
い
こ
う

で
は
な
い
か
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

本
市
で
は
、
市
民
の
公
文
書
の
開
示

を
求
め
る
権
利
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

公
文
書
開
示
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
信
頼
を
深

め
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
民
本
意
の
市
政
を
一

層
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
議
員
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
公
文
書
の
開
示
に
関
す
る
条
例

を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会

へ
の
報
告
説
明
に
つ
い
て
は
、
法
令
、
条
例
等

に
基
づ
き
行
う
も
の
で
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

あ
や
め
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

契
約
締
結
前
で
す
。
現
在
交
渉
中
で
詳

細
な
詰
め
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
企

業
か
ら
了
解
を
得
て
公
表
し
ま
し
た
。
本
来
な

ら
ば
契
約
締
結
前
で
す
の
で
、
議
会
等
に
も
公

表
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
企
業
誘
致
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
の
市
有
地

の
売
り
払
い
と
は
違
う
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質問者　今泉　利拓 議員

Ｑ１
．
企
業
誘
致
の
た
め
の
市
有
地
売
却
、
貸
出
し

等
に
関
し
て
の
議
会
へ
の
説
明
に
つ
い
て

答

答

答

その他の質問　◎東海村で起きた放射能漏れ事故について

　　　　　　　◎相次ぐ地域医療中核病院の診療科目減少について

　　　　　　　◎㈱水郷潮来ソーラーについて

　　　　　　　　（構成会社の内容・市との土地賃貸・潮来市に入る税金について）　

　　　　　　　◎潮来市での今後の企業誘致について

質
問

質
問
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質問者　村山　正光 議員

　今年のあやめまつりは、どのようなＰＲを

行ったのか伺う。

観光商工課長

　県内外のホテル、結婚式場への広告依頼、大

手旅行会社、ＪＲ上野、船橋駅等、またショッピング

センターイオンモール銚子、津田沼、船橋等でのＰＲ

活動。テレビ、ラジオ、各新聞社等への宣伝依頼、さ

らに安倍総理大臣への表敬訪問の際には、「ありがた

い、行けたらいいな」というお話もいただきました。

　さらなるあやめ園内の賑わいのための、今後

の方策を伺う。

観光商工課長

　あやめ娘等関係者のもてなしの意識を高め、

嫁入り舟もさらに充実させたいと思います。

　また踊りの披露、観光協会や商工会の出店等につい

ても今後あやめ

まつりの実行委

員会において協

議していきたい

と考えていま

す。

質問

答

質問

答

Ｑ１． 水郷潮来あやめまつりについて

　

平
成
20
年
と
平
成
25
年
の

正
職
員
数
及
び
平
成
30
年
の

正
職
員
数
の
予
定
。
ま
た
現
在
の
臨

時
職
員
の
数
を
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

平
成
20
年
は
正
職
員
277

名
、
平
成
25
年
現
在
は
235
名
で
42
名

減
で
す
。
平
成
30
年
に
は
230
名
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
臨
時
職
員
は
、

現
在
137
名
で
、
主
に
福
祉
関
係
、
建

設
現
業
部
門
に
多
く
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。　

現
在
実
施
し
て
い
る
人
事

評
価
の
目
的
・
実
施
内
容
等

に
つ
い
て
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

市
長
の
政
策
方
針
、
総
合

計
画
等
を
周
知
徹
底
し
、
各
自
が
目

標
を
設
定
し
、
全
体
の
組
織
目
標
を

効
率
的
に
達
成
し
て
い
く
こ
と
が
大

き
な
目
的
で
す
。
ま
た
勤
勉
手
当
、

昇
給
・
昇
格
に
反
映
す
べ
く
検
討
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問答 Ｑ２

． 

職
員
数
と
組

織
の
活
性
化

に
つ
い
て

答 質
問

　㈱水郷潮来ソーラーの工事が着工したが、工事に際し地

元の業者を使ってもらいたいと思うが、現況はどうか伺う。

企業誘致推進室長

　事業主からは、現場の設計、施工工事、パネル据えつけ

や基礎工事、電気工事等について地元業者に工事発注の調整を

行っていると聞いています。

　約９カ月の工事期間で、延べ１万7,000人から２万人の工員の雇

用効果があると聞いています。

　家庭用のソーラー発電については、鹿嶋市、神栖市で

は、市から補助が出ると聞いているが、潮来市では、補助

は出せないのか伺う。

環境課長

　国の制度として設置費用

２万円以上40万円以下で１ｋｗ当

たり２万円の補助、40万円以上50

万円以下で１件５万円、総額19万

9,800円を限度とする補助制度があ

ります。希望者の方は国の制度を

活用していただきたいと思います。

質問

答

Ｑ３． メガソーラーとソーラー発
電について　

今
年
度
の
計
画
、
事
業
実
施
の
問
題
点
、
加
入
促
進

の
た
め
の
方
策
を
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

今
年
度
は
引
き
続
き
県
と
の
協
議
を
進
め
、
地
元
へ

の
説
明
会
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

整
備
に
は
多
額
の
費
用
と
事
業
年
数
が
必
要
で
、
受
益
者
負
担

も
十
分
説
明
し
て
ご
理
解
を
得
た
上
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
下
水
道
事
業
に
対
す
る
ご
理
解
を
得
る
こ
と
が
加
入

促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

Ｑ４ 

．
水
原
地
区
で
の
公
共
下
水
道

に
つ
い
て

質
問答

その他の質問

　◎市の公用車について

　◎市所有の施設について

質問

答

一
般
質
問
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質問者　笠間　丈夫 議員
　

延
方
駅
は
、
当
初
か
ら
無
人
駅
で
あ
り
、
高
架
下
の
駐

輪
場
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
貸
付
財
産
と
し
て
潮
来
市

が
借
用
し
管
理
し
て
い
る
。
夜
間
人
通
り
が
少
な
く
、
暗

い
た
め
自
転
車
通
学
の
女
子
高
生
な
ど
か
ら
不
安
の
声
も

き
か
れ
る
。

　

自
転
車
盗
難
、
痴
漢
等
の
発
生
状
況
は
？

総
務
課
長

　

行
方
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
自
転
車
盗
難
届

け
が
、
平
成
22
年
度
４
件
、
23
年
度
２
件
、
24
年
度
１
件

で
す
。
痴
漢
等
の
届
け
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
宮
駐
在
所

に
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

照
明
の
追
加
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
考
え

は
？

総
務
課
長

　

高
架
下
駐
輪
場
に
は
、
照
明
器
具
２
基
設
置

し
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
施
錠
を
促
す
看
板
等
も
設
置
し

て
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

雑
草
等
で
見
通
し
悪
い
、
日
常
の
管
理
状
況

は
？

総
務
課
長

　

駐
輪
場
周

囲
の
雑
草
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
の
管
理
と

な
っ
て
お
り
、
６
月

中
に
草
刈
り
作
業
等

を
実
施
す
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

Ｑ１
． 

延
方
駅
駐
輪
場
の
防
犯

対
策
に
つ
い
て

質
問

　「送迎車専用駐車場」設置されているが、常

時駐車の状況である。モラルの問題であるが対

応策を伺う。

都市計画課長

　送迎車専用駐車場については、一般車と別

に５台分用意しています。一般車と区別がつくよう

に看板を２つ設置し、前面の道路に白線で表示して

います。今後は、看板以外にもチラシによる注意換

気をしながら、利便性を図ってまいります。

　駐車場入り口のゲート部がカーブのため駐車

券の取り出しが困難。渋滞、衝突事故等懸念さ

れ、またそのため一般車用駐車場に入らず、バス・タ

クシー専用コースに侵入する車が多い。現状より前方

の直線部分にゲートを移動できないものか？

都市計画課長

　安全性確保の点から現在の形状となってい

ます。利用者の方々の安全確保と利便性を第一に考

え、今後もよりよい施設の整備と運営を心がけてま

いります。

Ｑ２． 高速バス停の駐車場について

　

ボ
ー
ト
の
練
習
中
に
高
速
の
バ
ス
釣
り

ボ
ー
ト
の
突
入
が
み
ら
れ
る
。
注
意
喚
起

看
板
設
置
等
の
安
全
対
策
は
？

中
央
公
民
館
長

　

今
後
、
県
の
競
技
団
体
を
交
え
て
河
川

管
理
者
の
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
と
河
川
利
用
の

ル
ー
ル
づ
く
り
や
注
意
看
板
設
置
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

駐
車
場
の
拡
幅
整
備
、
並
び
に
駐
輪
場

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

中
央
公
民
館
長

　

大
会
以
外
は
利
用
者
も
限
ら
れ
ま
す
の

で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
た
敷
地
と
裏
側
の
砂

利
を
敷
き
詰
め
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

国
体
に
向
け
た
整
備
に
つ
い
て
は
、
管
理
等
も

考
え
た
上
で
、
整
備
計
画
等
の
策
定
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

昨
年
香
取
市
ボ
ー
ト
場
に
お
い
て
強
風

に
よ
る
ボ
ー
ト
転
覆
事
故
あ
り
、
本
市
の

ボ
ー
ト
場
に
お
け
る
対
策
を
伺
う
。

中
央
公
民
館
長

　

平
成
14
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催
時
か

ら
仮
設
の
風
速
計
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
昨
年
の

香
取
市
で
の
転
覆
事
故
を
受
け
、
茨
城
県
ボ
ー
ト

協
会
の
協
力
に
よ
り
、
本
年
３
月
に
常
設
の
風
速

計
を
設
置
し
ま
し
た
。

Ｑ３
． 

ボ
ー
ト
場
の
整
備
に

つ
い
て

質
問答質

問答質
問答

質問

答

質問

答

答答答 質
問

質
問
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一
般
質
問　災害時に蓄電池は重要であり、国の「再生可

能エネルギー等導入地方公共団体支援基金」を

利用して避難所で対応する必要があると思うが、今後

の進め方を伺う。

総務課長

　東日本大震災時に発電機を使用しており、今

後も発電機で対応します。基金の利用は考えていませ

ん。

　災害時、臨時広報紙を早く市民に届けること

は重要であり、紙媒体での情報伝達を新聞販売

店と協力する必要があると思うが、今後の進め方を伺

う。

総務課長

　震災や緊急時には協力体制維持に努め、正確

な状況提供に努めてまいります。

　東日本大震災時、各避難所での高齢者、障害

者の口腔ケアが重要視されたが、今後の対応に

ついて伺う。

　かすみ保健福祉センター長

　健康維持の観点から、ふだんから口腔ケアの

習慣が身につくよう、自助の形で取り組んでいただく

体制が必要と考えています。

　道の駅いたこを防災拠点に図る予定とあるが

内容を伺う。

総務課長

　移動可能な蓄電池を設置し、災害時の支援物

資拠点としての機能もあることから、防災拠点の一つ

として考えています。

質問

答

　

桜
は
全
体
で
250
本
、

今
年
は
ほ
と
ん
ど
花
が

な
い
状
態
で
し
た
。
毎
年
の
管

理
状
況
と
、
今
年
の
花
が
な
い

状
態
の
原
因
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

毎
年
の
管
理
は
、
施

肥
や
殺
虫
剤
散
布
、
枯
れ
枝
の

伐
採
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
花

が
咲
か
な
い
具
体
的
な
原
因
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
対
応
策
を
伺

う
。

道
路
建
設
課
長

　

専
門
家
な
ど
の
意
見

や
近
隣
市
等
と
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

質
問答 Ｑ２  

．
　
権
現
山
公
園

に
つ
い
て

質問

答

Ｑ１． 防災について

質問

答

質問

答

答

　まちをＰＲし安全運転

しながら愛郷心をたかめ

ることも、まちづくりで大変必要

です。市の今後の進め方を伺う。

秘書政策課長

　ご当地ナンバーについ

ては、国の見解では全国的に統一

された標識が望ましいと言われて

おり、本市も同様の考えです。

　

潮
来
イ
ン
タ
ー
周
辺
及

び
ア
イ
モ
ア
隣
駐
車
場
の

進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
は
、
現
在
企
業
１
社
が
倉
庫
業
と

し
て
建
設
を
進
め
て
お
り
、物
流
・
流

通
系
の
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
モ
ア
隣
の
駐
車
場
は
、
商
業

施
設
の
集
積
を
図
る
地
区
と
し
て
位

置
づ
け
て
お
り
、
㈱
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ

と
当
該
地
の
一
部
を
売
却
す
る
交
渉

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
雇
用
を
必
要
と
す

る
企
業
誘
致
を
ど
の
様
に

進
め
る
の
か
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

国
の
動
向
を
注
視
し
、

よ
り
多
く
の
情
報
を
入
手
し
な
が

ら
、
立
地
環
境
の
整
備
に
努
め
企
業

誘
致
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
周
辺
地
域

産
業
復
興
企
業
立
地
補
助

金
の
内
容
と
活
用
を
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

茨
城
、
栃
木
、
宮
城
の

３
県
内
を
対
象
に
、
企
業
立
地
に
か

か
わ
る
経
費
を
幅
広
く
支
援
す
る
も

の
で
す
。
本
市
内
で
の
企
業
の
活
用

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
企
業
を

誘
致
で
き
な
い
か
ど
う

か
、
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
は
大

変
注
目
さ
れ
て
お
り
、
市
場
に
関
す

る
研
究
を
進
め
、
多
く
の
情
報
を
入

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質問

答

Ｑ３． ご当地ナンバー
について

Ｑ４
． 

企
業
誘
致
に
つ
い
て

質
問答質

問答

質
問答質

問答

質
問

質問者　大平　幸一 議員

ナンバープレートの参考例ナンバープレートの参考例
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当
委
員
会
は
６
月
26
日
、
27
日
に
青
森

市
立
南
中
学
校
と
古
川
小
学
校
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

青
森
県
は
全
国
５
位
の
学
力
を
有
す
る

教
育
県
で
あ
り
、
視
察
し
た
南
中
学
校
の

学
力
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
英
語
教
育
に
特
色
が
あ
り

ま
す
。

　

英
語
の
歌
か
ら
授
業
を
開
始
し
、
ゲ
ー

ム
を
行
う
な
ど
楽
し
い
雰
囲
気
を
作
り
だ

し
、
お
も
わ
ず
私
た
ち
も
生
徒
と
一
緒
に

英
語
の
歌
を
口
ず
さ
み
ま
し
た
。
英
会
話

に
つ
い
て
は
、
先
生
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
友
達
な

ど
と
明
る
く
楽
し
く
会
話
を
し
、
答
え
を

間
違
っ
て
「
恥
ず
か
し
い
」、「
話
せ
な
い

か
ら
つ
ま
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
全
員
が
明
る
く
笑
い
な
が
ら
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
、
授
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
輪
に
入
れ
な
い
生
徒
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
授
業
を
続
け

て
い
れ
ば
、
英
語
力
が
か
な
り
向
上
す
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

古
川
小
学
校
は
青
森
市
の
中
心
市
街
地

に
あ
っ
て
、
過
去
に
は
40
学
級
を
超
え
る

マ
ン
モ
ス
校
で
あ
っ
た
が
、
ド
ー
ナ
ツ
化

現
象
に
よ
り
現
在
の
児
童
数
は
156
名
と
激

減
し
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
に
完
成
し
た

校
舎
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
と
併
設
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
特
徴
的
な
施
設
に
よ
り
日
本

国
内
は
も
と
よ
り
、
台
湾
や
韓
国
な
ど
か

ら
も
視
察
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
学
校
施
設

で
市
民
が
使
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
、
音

楽
室
、
家
庭
科
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、
図

工
室
、
体
育
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
学

校
が
使
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
屋

内
温
水
プ
ー
ル
（
底
が
可
動
式
）、
和
室
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
、
図
書
館
な
ど
が
あ
り
、

学
校
側
か
ら
見
た
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い
や
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
、

和
室
を
利
用
し
た
本
の
読
み
聞
か
せ
、
作

品
の
発
表
の
場
が
近
く
に
あ
る
な
ど
で
す
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
見
た
メ
リ
ッ
ト
は
、

施
設
の
稼
働
率
が
あ
り
、
年
間
10
万
人
も

の
市
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。（
青
森
市
の

人
口
は
30
万
人
）

　

潮
来
市
の
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
や
学

校
施
設
の
老
朽
化
に
お
い
て
、
と
て
も
参

考
と
な
る
施
設
で
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
、
３
日
に
滋
賀
県
大
津
市
北

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
琵
琶
湖
環
境
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

大
津
市
の
焼
却
施
設
は
３
ヶ
所
あ
り
、

い
ず
れ
の
施
設
も
稼
働
後
20
数
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
の
延
命
化
、
新

た
な
施
設
整
備
計
画
の
策
定
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

　

施
設
の
延
命
化
で
は
、
炉
本
体
を
４
年

〜
５
年
間
隔
で
補
修
す
る
と
と
も
に
、
シ

ス
テ
ム
の
定
期
的
な
補
修
も
行
い
、
毎
年

修
繕
計
画
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
新

た
な
施
設
が
出
来
る
ま
で
延
命
す
る
体
制

を
取
っ
て
お
り
、
予
算
の
確
保
も
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
効
率
的
な

発
注
の
た
め
、
メ
ー
カ
ー
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
工
事
と
そ
の
他
の
工
事
と
を
切
り

分
け
て
発
注
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

施
設
の
延
命
は
廃
棄
物
処
理
施
設
を
抱

え
る
自
治
体
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
大
津

市
で
行
っ
て
い
る
延
命
対
策
も
十
分
に
参

考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

琵
琶
湖
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は

琵
琶
湖
の
水
質
浄
化
対
策
等
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
内
の
水
質
は
、
湖
の
南
側
で
の

自
然
的
湖
岸
の
減
少
に
伴
う
生
物
環
境
の

変
化
、
特
定
外
来
生
物
の
分
布
拡
大
、
流

れ
藻
の
漂
着
・
悪
臭
等
、
環
境
悪
化
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
水
質
浄
化
に

は
栄
養
を
い
か
に
流
域
か
ら
入
れ
な
い
か

が
重
要
で
、
行
政
と
住
民
が
協
力
し
、
琵

琶
湖
条
例
を
制
定
し
、
有
機
リ
ン
の
合
成

洗
剤
の
販
売
禁
止
、
小
規
模
工
場
の
排
水

規
制
等
、
下
水
道
整
備
の
促
進
等
に
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
湖
の
富
栄
養
化
は
着

実
に
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

霞
ヶ
浦
に
お
い
て
も
、
住
民
協
働
に
よ

る
排
水
対
策
、
下
水
道
の
整
備
促
進
、
環

境
に
優
し
い
農
業
の
普
及
等
を
今
後
も
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

環
境
経
済
建
設
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

委員会視察研修報告
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　多年にわたり地方自治の発展と市政の向上に貢献
された議員が表彰されました。

○全国市議会議長会表彰（市議会議員１０年）
　　大平　幸一　議員
○茨城県市議会議長会表彰（市議会議員８年）
　　橋本きくい  議員  ・  𠮷川　　俊  議員　
　　柚木　　巌  議員  ・  笠間　丈夫  議員

　

梅
雨
も
明
け
て
ほ
っ
と
す
る
間
も
な

く
、
暑
い
夏
が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
夏

バ
テ
や
熱
中
症
に
な
ら
な
い
様
に
気
を
つ

け
て
、
元
気
に
過
ご
し
て
頂
き
た
い
も
の

で
す
。

　

本
市
も
水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
に
各

地
区
で
の
夏
祭
り
と
、
参
加
者
の
皆
様
の

努
力
に
よ
り
、
人
波
は
確
実
に
震
災
前
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
六
月
の
定
例
会
で
は
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
事
業
に
関
す
る
議
案
を

初
め
、
各
市
条
例
の
改
正
、
請
願
等
を
含

め
ま
し
て
一
般
質
問
ま
で
各
議
員
が
慎
重

な
る
審
議
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

議
会
も
一
日
も
早
い
復
興
の
為
に
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
、
ぜ
ひ
議

会
傍
聴
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

           （
後
藤
博
子
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

田
崎　
　

清

　

副
委
員
長　
　

村
山　

正
光

　

委　
　

員　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　

𠮷
川　
　

俊

　
　
　
　
　
　
　

沼
里
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

博
子

　

六
年
ほ
ど
前
か
ら
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
も
六
月
定
例
議
会
の
通
告

質
問
二
日
目
に
傍
聴
し
ま
し
た
。
四
人
の
議
員
さ
ん
が
、
水
郷
潮
来
ソ
ー
ラ
ー
・
あ
や

め
ま
つ
り
・
企
業
誘
致
の
た
め
の
市
有
地
売
却
・
水
原
地
区
の
公
共
下
水
道
等
々
に
つ

い
て
質
問
し
、
執
行
部
が
答
弁
す
る
も
の
で
し
た
。
質
問
者
は
よ
く
勉
強
し
て
お
り
市

民
の
た
め
に
真
剣
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
も
市
が
抱
え
て
い
る

重
要
な
課
題
や
事
業
の
進
捗
状
況
が
分
か
り
傍
聴
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
何
回
か
傍
聴
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
質
問
者
が
限
ら
れ
た
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
議
員
の
特
権
を
行
使
し

て
、
年
に
一
、二
度
は
全
て
の
議
員
さ
ん
に
質
問
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
角

度
か
ら
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
と
と
も

に
、
政
治
活
動
上
義
務
で
も
あ
る
よ
う
に
思
う
か
ら
で
す
。

　

第
二
に
、質
問
者
の
質
問
は
三
回
ま
で
と
い
う
規
則
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、質
問
と

答
弁
が
か
み
合
わ
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
に
、
傍
聴
者
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
質
問
内
容
は
市
民
に
と
っ
て
身
近

で
関
心
が
深
い
も
の
な
の
で
、
多
く
の
方
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
人
や
色
々
な
団
体
で
企
画
し
て
傍
聴
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
広
報
の

工
夫
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
の
役
割
は
議
決
機
関
で
あ
り
、
議
会
だ
よ
り
を
見
る
と
、
討
論
し
採
決
さ
れ
て

い
る
案
件
が
必
ず
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
議
会
の
最
終
日
に
実
施
さ
れ
公
開

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
議
員
さ
ん
の
考
え
方
を
知
る
た
め
に
も
機
会
が
あ
れ
ば

傍
聴
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
政
を
知
る
に
は
潮
来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
臨
場
感
の
あ
る
議
会
傍
聴
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
政
治
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
よ
り
良
い
潮
来
市
作
り
の
第
一
歩
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

津
知
地
区
民
生
委
員

津
知
地
区
民
生
委
員　　

根
本
瑞
子

根
本
瑞
子  

自治功労者表彰自治功労者表彰

次回定例会は次回定例会は  
９月３日　開会予定９月３日　開会予定ですです

議会傍聴へ議会傍聴へ
　　　お越しください　　　お越しください

ほ
っ
と
す

編
集
後
記

編
集
後
記


